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イチゴの低温処理育苗による新促成作型の

開発と安定多 収 技 術 の 確 立

(2)イチゴ苗の福園式昼冷処理法（仮称）
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花芽分化の促進効果が高く、処理コストの低い花芽分化促進技術を開発

する◎

Ⅱ試験方法
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※処理時間昼冷処理；１１時～３時、夜冷短日処理；

３試験規模１区４０株

４耕種概要

１７時

（ １ ） 育 苗 方 法 ポ ッ ト育苗（２）鉢上げ時期６月

ヘジ

上旬

9時

１年
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Ⅲ主要成果の概要

昼間４時間程度低温処理することによって、花芽分化促進効果の高い新

しい花芽分化処理技術を確立した。この昼冷処理と、処理コストの高いこ

とが普及上の問題点であった従来の夜冷短日処理を組み合わせることによ

って、約４割程度の大幅なコスト低減を図ることができる｡

１昼間処理効果は処理開始時期や処理温度によって異なり、処理時期が

２

遅くなるほど、また処理温度は２０℃より１５℃が花芽分化誘導に要する日

数が短くなる。
‘

と よ の か
，

は昼冷処理 に比 較的 敏感 に反 応す る品 種で ある 。

３花芽分化指数を０．５上げるのには約３日間を要する０



方法温度

Ⅳ主要成果の具体的データ

処理時期

３ 回 目２ 回 目処 理時 期 １回目

Ⅵ．今後の研究,上の問,題点：．
１昼冷処理の徒長防止対策

２更に低コストな低温処理:方法の開発

Ｖ成果の；評'価と取扱上の:留意点～

１促成栽培での低温処理育苗技術として活用できる。
２昼冷処理は:茎葉が徒長しやすいので、濯水Jは匙控えめに行う。
３花芽分化までの所要日数は処理期･間中の1経過温度によって大きく異な

るので、必ず;検鏡による花芽分化を砿認した後で処理;終了時期を決定す
る。

第１図 夜冷短日処理装置への応用例.（参考：

ベンチＢ

開 花 揃 開花揃

ベンチＡ

Ｉ＝工

8ノ３０開崖温匿８／２４８／Ｚ９Ｎｊ

夜冷

昼冷１５０．６１．５１．９０．８１．２１０００．４９７
２００．７０．３１ ．０ ０． ６０ ．５ ２５ １． １９ ４

夜冷１００．７０．７１．８０．７１．３１０００．９一一~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~…~~~~~~~~~~~~~~~~~TOO‐

１５０ ． ８ ． １ ０ ０

２０．０．５１．１１．７１．１１６０１０００．４１００
■ー＝ ーーーーー一一一一一ｰーｰー一一一一一一一一一一一一一一一一一一-－－－‐ｰ一一一一ーー一ーーー＝＝‐一-－一一－－－－＝一－－一一→一一一一一一一ｰｰ一一＝

135

短日処理蕊屋

1．０１．０－９４１６１９４低暗１２．５

一F-

lf塑卜１

注）①処理方法夜冷；夜冷 短日処理、低暗；低温暗黒処理
②花芽分化指数０;未分化、１；花芽分化期、２;花房分化期
③日付は検鏡の月日

④開花揃い株率量も開花の早い株から３週間以内に開花した
・株の:割合

第２表品種別花芽分化状況及び開花揃い状況（２年）
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〔従来の利:用･方法］ ）例］ 処理にかか

（ホ。１
'､かわる費用の試算例(固定費のみ
ﾎｯﾄ苗7,000株用､年１回利用)
総合耐用年数：８年）

従来の利用方法

股傭蚕約250万円

処理株数7000株(10a分〕
1ｯﾄ当たり約45円

応用例

設備費約290万円

処理株数1,4000株（20a分）

ｌポット当たり約２６円

〈慣行対比５８％）

Ｕ社製夜冷システム）

冷


